
議 事 録

会 議 名 令和５年第４回昭和警察署協議会（定例会）

令和５年12月５日（火）
午後２時00分から午後３時20分までの間

日 時 ・ 場 所

昭和警察署 講堂

１ 委員
小川 裕香子会長 水野 智賀子副会長
髙木 伸喜委員 小池 志穂委員
片岡 眞紀委員 脇田 将義委員
篠原 隆志委員 鳴川 義雄委員

以上８名（定数10名）

出 席 者 ２ 警察署員
達山署長 寺島副署長 柏警務課長
菅生活安全課長 川島交通課長

以上５名

３ 有識者等
なし

昭和区内で治安上不安に感じていること及び強化してほしい
諮 問 事 項 等 安全対策について

○ 特殊詐欺、自転車等による交通事故、薬物使用に対する
啓発活動を重点目標とする、昭和区の安全と安心につなが
る活動の実施

答申等の概要
○ 年齢に見合った、様々な事件事故に合わせた講話の実施

次回開催予定 令和６年２月下旬
そ の 他
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会議の経過及び発言の要旨

記録者 警 務 係 長

１ 署長挨拶

２ 管内情勢の説明

(1) 管内の犯罪情勢（生活安全課長説明）

(2) 管内の交通事故情勢（交通課長説明）

３ 前回の答申に対する具体的施策の推進状況（生活安全課長説明）

(1) 諮問事項

インターネットを使った犯罪等対策

(2) 答申事項

被害実例を挙げた、分かりやすい広報啓発活動の実施

(3) 推進事項

ア 年代、対象者別の防犯講話の実施

○ 高齢者対象 学区コミュニティセンター３か所

○ 一般対象 区役所講堂等ほか２か所

○ 生徒対象 管内小学校及び中学校８校

○ 学生対象 管内養護施設２か所

イ 企業体向けのサイバー防犯講話の実施

○ 管内企業関連会社30社

ウ 各種情報発信の実施

○ アイチポリスでの情報発信

○ 区民まつりにおけるチラシ配布

４ 諮問

(1) 諮問事項
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会議の経過及び発言の要旨

記録者 警 務 係 長

昭和区内で治安上不安に感じていること及び強化してほしい安全対策に

ついて

(2) 諮問事項の設定理由（署長）

県警では現在、特殊詐欺の防止や交通死亡事故抑止等を重点として、対

策に取り組んでいる。犯罪や交通事故は、地域それぞれによって様々な特

徴があり、罪種や事故形態が異なる。区民が不安に感じていることと、県

警が現在取り組んでいることにかい離はないか。また、地域ならではの身

近に不安等を感じているものは何かなどをくみ取り、そうした点を警察活

動に反映していきたい。

５ 協議

委員 ・ 勤務先のパソコンを利用していたところ、トロイの木馬なるウ

イルスに感染した。このようなことが発生した場合、会社で対応

するのがよいのか、警察相談するのがよいのか。

警察 ・ インターネット接続を切断することが最優先である。業者に依

頼して、ウイルス感染の完全除去をする必要がある。警察相談も

遠慮なくしてもらいたい。また、未然に被害を防止するための社

内教養を願いたい。

委員 ・ 大麻グミを食べた者が病院搬送されたとの報道を見聞きした。

管内には学校が多いため、生徒学生も多い。インターネットで簡

単に購入することができる大麻グミを入り口として、大麻使用へ

と発展していく恐れがある。生徒学生に対する薬物防止講話を実

施してほしい。
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会議の経過及び発言の要旨

記録者 警 務 係 長

・ 金融機関のＡＴＭを利用したところ、高齢者がよく知る芸能人

の犯罪被害防止メッセージが聞こえてきた。効果的であり、設置

を増やしてほしい。

・ インターネットの犯罪や事故の情報サイトには、詐欺に関する

電話番号が掲載されている。講話等の際に配布すると効果的であ

ると思う。

委員 ・ 自転車に乗車してパトロールをする愛知県警察第一交通機動隊

のＢ－Ｆｏｒｃｅに来てもらい、子供向けの自転車教室を実施し

た。管内では先日、高校生が交通事故で亡くなった。学校におけ

る自転車教育が大切であると思う。

・ 大麻を始めとする薬物防止の啓発活動を実施しているが、薬物

という性質上、一般人では詳しい説明ができない。若い人にチラ

シ等を配布するが、読んでくれるのか、内容を理解してくれるの

か疑問を抱いている。異なる手段の啓発活動が必要ではないかと

考える。

委員 ・ 防犯カメラは、できる限り多く設置してほしい。合わせて、防

犯カメラが設置されていること自体を周知する、つまり「カメラ

に見られている」という効果を狙ってほしい。

・ 交番は、警察官が不在になりがちである。不在時は交番机上の

電話で疎通を図ることになる。電話に代えて、モニター等が設置

されれば、来所者と警察官が顔を見ながら話をすることができる。

・ 侵入盗被害に複数回、遭ったことがある。時期は、12月から２
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会議の経過及び発言の要旨

記録者 警 務 係 長

月に集中していた。警戒をお願いしたい。

委員 ・ コロナ禍が終息して人出が多くなった。飲酒運転は例年よりも

増加すると考えられる。検問実施による取締りをお願いしたい。

・ 親族の自宅電話には「詐欺被害防止のため録音します」とのメ

ッセージが流れる設定がされている。特殊詐欺に対して高い意識

を持っているということが犯人に伝わるため、被害防止に有効で

あると思う。

委員 ・ 警察署の活動だけでは限界がある。警察から地域住民へ働きか

けて、地域をあげた安全安心な街づくりをすることが必要である。

警察が地域住民を動かす活動をすることにより、地域住民の意識

が高まる。

６ 答申

(1) 特殊詐欺、自転車等による交通事故、薬物使用に対する啓発活動を重点

目標とする、昭和区の安全と安心につながる活動の実施

(2) 年齢に見合った、様々な事件事故に合わせた講話の実施

７ その他

次回の開催予定は、令和６年２月下旬とする。


